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きょうどう 境港市議会公明党議員団自由未来 無所属
賛　　否　　状　　況

　境港市議会では、5 月 30 日に臨時会が開かれ、続いて 6 月 7 日から 22 日間の会期で 6
月定例会が開かれました。6 月定例会では「令和 4 年度境港市一般会計補正予算（第２号）」、

「境港市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用等についての市費負担
に関する条例の一部改正」など条例 6 議案および「市道の路線の認定について」などその他
2 議案、「固定資産評価審査委員会委員の選任について」など人事 2 議案が上程されました。
審議、採決の結果、議案はすべて原案のとおり可決されました。
　また、「陳情書等の電子的提出についての陳情」など陳情 4 件のうち 2 件は採択、1 件は
不採択、1 件は閉会中の継続審査となりました。
　その他、「令和 4 年度境港市一般会計補正予算（第 2 号）に対する附帯決議」など委員会
提出議案 2 件が原案のとおり可決されました。
　議決結果は P2、3 に掲載しています。また市議会ホームページでもご覧いただけます。
一般会計補正予算から主な事業を P4 で紹介します。

　本会議に上程された主な議案や陳情は、会期中に開催される各委員会に付託され審議され
ます。委員会には、常任委員会（予算委員会、総務民教委員会、経済厚生委員会）と、議会
運営委員会及び４つの特別委員会があり、今回は、常任委員会での協議内容の一部を紹介い
たします。

■予算委員会
「出産・子育て応援事業」について
　この事業は、妊娠時から出産・子育てまで一貫した支援を行う伴走型相談支援の充実、妊
娠および出生の届出の際、それぞれ 5 万円の支援金を給付するもので、委員からは、応援事
業の継続性、24 時間体制の相談受付の内容や支援金についてなど質疑がありました。
 
■総務民教委員会

「消費税インボイス制度の実施中止を求める陳情」について
　これは、消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書を国へ送付することを求めるも
ので、陳情の審査に先立ち、陳情提出団体の米子民主商工会の事務局長から、本陳情内容、
日本商工会議所の動向ほか、陳情にかかわるさまざまな状況について意見陳述を受けました。
　委員からは、シルバー人材センターに関する現況について、執行部へ状況確認などがあり
ました。　

■経済厚生委員会
「境港市公園条例の一部を改正する条例」の制定について
　この議案は、「境港市公園条例」の一部改正で、占用使用料を徴収する対象に、共架電線、
その他上空に設ける線類を追加するもので、委員からは、この改正により占用使用料の増加
はどの程度見込めるかという質疑がありました。
　また、「水木しげる記念館再整備事業住民説明会の開催ついて」報告があり、委員からは、
住民説明会ではどのような資料を配布するのかなど質疑がありました。

5 月臨時会・6月定例会（議決結果）令和4年

委員会での質疑・意見
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令和３年度境港市国民健康保険費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度境港市駐車場費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度境港市下水道事業費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度境港市高齢者住宅整備資金貸付事業費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度境港市介護保険費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度境港市土地区画整理費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度境港市市場事業費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度境港市後期高齢者医療費特別会計歳入歳出決算の認定について

水木しげる記念館再整備事業に関する基本協定の締結について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

令和４年度境港市一般会計補正予算（第６号）

令和４年度境港市国民健康保険費特別会計補正予算（第１号）

令和４年度境港市駐車場費特別会計補正予算（第２号）

令和４年度境港市下水道事業費特別会計補正予算（第２号）

令和４年度境港市一般会計補正予算（第７号）

令和４年度境港市下水道事業費特別会計補正予算（第３号）

境港市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例制定について

定年引上げに伴う関係条例の整備に関する条例制定について

境港市職員の高齢者部分休業に関する条例制定について

境港市公園条例の一部を改正する条例制定について

境港市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定について

指定管理者の指定について【境港市営竜ヶ山球場ほか】

指定管理者の指定について【境港市民温水プール】

市道の路線の廃止について【中浜７９号線】

市道の路線の認定について【中浜７９号線ほか】
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　　令和４年11月臨時会・12月定例会　議決結果一覧表【賛否の分かれたもの】
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令和３年度境港市一般会計歳入歳出決算の認定について

消費税インボイス制度の実施中止を求める陳情

区　分 番　号 案　　　　件　　　　名 議決結果

認 　 定

不 採 択陳　　　情

11月臨時会

12月定例会

11月
第2回
臨時会

条　例

１１月臨時会・１２月定例会１１月臨時会・１２月定例会
（議決結果・令和4年度補正予算）（議決結果・令和4年度補正予算）

　境港市議会では、11月 7日と 11月 15 日に臨時会が開かれ、続いて、11月 29 日から 22日間
の会期で 12月定例会が開かれました。「令和 3年度境港市一般会計歳入歳出決算の認定について」な
ど決算 9議案、「令和 4年度境港市一般会計補正予算」など予算 6議案、「境港市職員の定年等に関す
る条例の一部を改正する条例制定について」など条例 5議案および「固定資産評価審査委員会委員の
選任について」、「指定管理者の指定について」など人事その他 6議案が上程されました。審議、採決
の結果、議案はすべて原案のとおり認定・可決されました。
　また、提出された陳情 1件「消費税インボイス制度の実施中止を求める陳情」は、審議の結果、過
半数に至らず不採択となりました。
　議決結果は P2、P3に掲載しています。また市議会ホームページでもご覧いただけます。一般会計
補正予算から主な事業を P4で紹介します。

令和 4年

令和４年 11月臨時会・12月定例会（議決結果・令和 4年度補正予算）
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きょうどう 境港市議会公明党議員団自由未来 無所属
賛　　否　　状　　況

　境港市議会では、5 月 30 日に臨時会が開かれ、続いて 6 月 7 日から 22 日間の会期で 6
月定例会が開かれました。6 月定例会では「令和 4 年度境港市一般会計補正予算（第２号）」、

「境港市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用等についての市費負担
に関する条例の一部改正」など条例 6 議案および「市道の路線の認定について」などその他
2 議案、「固定資産評価審査委員会委員の選任について」など人事 2 議案が上程されました。
審議、採決の結果、議案はすべて原案のとおり可決されました。
　また、「陳情書等の電子的提出についての陳情」など陳情 4 件のうち 2 件は採択、1 件は
不採択、1 件は閉会中の継続審査となりました。
　その他、「令和 4 年度境港市一般会計補正予算（第 2 号）に対する附帯決議」など委員会
提出議案 2 件が原案のとおり可決されました。
　議決結果は P2、3 に掲載しています。また市議会ホームページでもご覧いただけます。
一般会計補正予算から主な事業を P4 で紹介します。

　本会議に上程された主な議案や陳情は、会期中に開催される各委員会に付託され審議され
ます。委員会には、常任委員会（予算委員会、総務民教委員会、経済厚生委員会）と、議会
運営委員会及び４つの特別委員会があり、今回は、常任委員会での協議内容の一部を紹介い
たします。

■予算委員会
「出産・子育て応援事業」について
　この事業は、妊娠時から出産・子育てまで一貫した支援を行う伴走型相談支援の充実、妊
娠および出生の届出の際、それぞれ 5 万円の支援金を給付するもので、委員からは、応援事
業の継続性、24 時間体制の相談受付の内容や支援金についてなど質疑がありました。
 
■総務民教委員会

「消費税インボイス制度の実施中止を求める陳情」について
　これは、消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書を国へ送付することを求めるも
ので、陳情の審査に先立ち、陳情提出団体の米子民主商工会の事務局長から、本陳情内容、
日本商工会議所の動向ほか、陳情にかかわるさまざまな状況について意見陳述を受けました。
　委員からは、シルバー人材センターに関する現況について、執行部へ状況確認などがあり
ました。　

■経済厚生委員会
「境港市公園条例の一部を改正する条例」の制定について
　この議案は、「境港市公園条例」の一部改正で、占用使用料を徴収する対象に、共架電線、
その他上空に設ける線類を追加するもので、委員からは、この改正により占用使用料の増加
はどの程度見込めるかという質疑がありました。
　また、「水木しげる記念館再整備事業住民説明会の開催ついて」報告があり、委員からは、
住民説明会ではどのような資料を配布するのかなど質疑がありました。

5 月臨時会・6月定例会（議決結果）令和4年

委員会での質疑・意見
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令和３年度境港市土地区画整理費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度境港市市場事業費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度境港市後期高齢者医療費特別会計歳入歳出決算の認定について

水木しげる記念館再整備事業に関する基本協定の締結について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

令和４年度境港市一般会計補正予算（第６号）

令和４年度境港市国民健康保険費特別会計補正予算（第１号）
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境港市公園条例の一部を改正する条例制定について

境港市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定について

指定管理者の指定について【境港市営竜ヶ山球場ほか】

指定管理者の指定について【境港市民温水プール】
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市道の路線の認定について【中浜７９号線ほか】
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令和４年 11月臨時会・12月定例会（補正予算）

一般会計補正予算一般会計補正予算

創業支援補助金

出産・子育て応援事業

市内で創業するための経費の 2分の１を
補助するもので、申請予定件数増のため

補助金を増額する。

妊娠届け出時から妊産婦や子育て家庭に対して、
伴走型相談支援の充実をはかるとともに、

妊産婦などに対する経済的支援を一体的に実施する。

99 万円

4,161 万円

境港市猫不妊去勢手術費
補助金

中学校部活動用品
整備事業

100 万円

寄附金を活用して市内中学生の
運動能力の向上、健康増進に資する

物品を整備する。

地方創生移住支援金
本市へ移住する支援対象者の増加により、

支援金（１世帯あたり１００万円）を増額する。

100 万円

障がい児通所支援費
放課後等デイサービス事業所の新設などによる
利用者増にともない、扶助費を増額する。

4,499 万円

猫不妊去勢手術費の補助申請件数の
増加に対して、補助金を増額する。

45 万円
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市政を問う
議員12人が一般質問を行いました。

【一口メモ】

議事録は議会事務局やホームページで閲覧できます。

ページ 質問事項 質問議員

11 代表質問

10 関連質問

9 関連質問

8 関連質問

7 関連質問

6・7 代表質問

一般質問には、所属する会派を代表して行う「代表質問」（境港市議会では3人以上の
会派のみ）と、議員個人の立場・観点で行う「各個質問」があります。
議会だよりの質問ページは、質問を行った1議員については最大1ページとしています

が、上記の「代表質問」と「各個質問」では性質や質問時間が異なるため、「代表質問」
を行う場合は会派内でページ配分をしています。
各議員は掲載した以外にも質問をしていますが、議会だよりでは、スペースの都合

上、議員本人が質問と答弁を要約しています。

景山　　憲

伊藤　康弘

松本　晶彦

加藤　文治

吉井　　巧

森岡　俊夫

平松　謙治

柊　　康弘

米村　一三

足田　法行

安田　共子

田口　俊介

①公共施設等総合管理計画の見直しについて
②人口減少対策について
③環境対策の現況について

①２０２３年度予算編成について

①２０２３年度予算編成について
②公共施設等総合管理計画の見直しについて

①砂浜に打ち上げられたゴミや海洋ゴミの回収について
②伯州綿事業の継続について

①２０２３年度予算編成について
②公共施設等総合管理計画について

①圏域の連携について
②「自治体ＤＸで何を目指すのか」について
③市民の健康づくり・健康寿命の延伸について

①高齢者の見守りについて
②除雪対策について

①共生社会の実現について（犯罪被害者等支援条例について）
②防災対策について（防災訓練について）
③学校教育について（生徒指導提要の改定を受けて）

①地域経済・市民生活の下支えについて
②鳥取県西部広域行政管理組合が進める一般廃棄物処理施設整備について

①孤独・孤立対策について
②アフター、ウィズコロナにおける介護問題について
③原子力防災など防災対策について

①岸田政権の悪政から市民の生活や権利を守る市長の政治姿勢について
　～マイナンバー・原子力政策・土地利用規制法・インボイス制度
②学校給食無償化について
③加齢性難聴者への補聴器購入費助成について

①誰ひとり取り残さない教育環境の整備について
②国の２０２２年度第 2次補正予算の活用について

12 関連質問

13 関連質問

14 関連質問

15 各個質問

16 各個質問

17 各個質問

一 般 質 問
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一 般 質 問代 表 質 問

【
景
山
】
平
成
28
年
に

策
定
さ
れ
た
「
境
港
市

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
の
見
直
し
が
さ

れ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
経
年
劣
化
、
使
用

形
態
の
変
化
、
既
存
施

設
の
機
能
を
含
め
て
設

備
の
充
実
の
必
要
性
も

変
化
し
て
き
た
も
の
と

考
え
る
。
こ
れ
ま
で
に

も
改
修
が
必
要
な
物
件

に
つ
い
て
は
、
改
修
が

さ
れ
て
き
た
。
境
港
市

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

今
後
ど
の
よ
う
に
改
修

に
向
け
て
検
討
さ
れ
て

い
る
の
か
う
か
が
う
。

【
市
長
】
境
港
市
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
昭

和
57
年
の
建
築
で
40
年

が
経
過
し
て
い
る
。
定

期
点
検
で
は
、「
経
年

劣
化
に
よ
り
計
画
的
な

改
修
が
必
要
」
と
の
指

摘
を
受
け
た
。
改
修
に

あ
た
っ
て
は
、
利
用
団

体
の
意
見
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
の
把
握
が
必
要

で
あ
り
、
意
見
交
換
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
な
ど
ニ
ー
ズ
の

把
握
、
分
析
を
行
う
。

方
向
性
が
決
ま
っ
た
ら

財
源
の
確
保
に
努
め
、

住
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て

改
修
を
計
画
す
る
。

老人福祉センターの改修検討を

小中一貫校へ
再編の方向性確立を

市長 利用者などへアンケートを実施し決定する

老人福祉センターの現況

【
景
山
】
こ
の
近
年
、

本
市
で
も
出
生
数
の
減

少
が
続
い
て
い
る
。
現

状
は
今
後
の
保
育
所
な

ど
や
小
中
学
校
の
存

続
・
運
営
に
直
接
的
な

影
響
を
お
よ
ぼ
す
。
こ

れ
ま
で
に
校
区
審
議
会

の
最
終
答
申
を
受
け

て
、
旧
誠
道
小
学
校
を

余
子
小
学
校
へ
統
合

し
た
が
、
そ
の
後
、
答

申
の
大
き
な
課
題
で
あ

る
小
中
一
貫
校
を
め
ざ

す
検
討
状
況
が
見
え
な

い
。
学
校
の
再
編
は
市

民
の
理
解
が
必
要
で
あ

り
、
情
報
を
提
供
し
、

理
解
を
い
た
だ
く
機
会

が
必
要
だ
と
思
う
が
、

見
解
は
。

【
教
育
長
】
最
終
答
申

に
も
と
づ
き
施
設
分
離

型
小
中
一
貫
校
を
開
設

し
、
中
長
期
的
に
義
務

教
育
学
校
も
視
野
に
入

れ
、
学
校
の
あ
る
べ
き

姿
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
ま
た
、
学
校
の
再

編
は
児
童
生
徒
・
保
護

者
・
学
校
・
地
域
な
ど

の
理
解
と
合
意
形
成
が

重
要
で
あ
る
。

【
景
山
】
検
討
を
急
ぐ

べ
き
で
は
。

【
教
育
長
】
早
け
れ
ば

３
年
後
の
分
離
型
義
務

教
育
学
校
の
ス
タ
ー
ト

を
考
え
て
い
る
。

核となる中学校（第二中学校）の現況

景山　　憲　議員景山　　憲　議員
会派　自由未来会派　自由未来

３年後の分離型
義務教育学校を考えている教育長
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【
景
山
】
気
候
変
動
対

策
を
話
し
合
う
Ｃ
Ｏ
Ｐ

27
で
「
地
球
温
暖
化
対

策
は
待
っ
た
な
し
」
と

の
認
識
が
共
有
さ
れ

た
。
本
市
で
も
本
年
３

月
に「
環
境
基
本
計
画
」

を
策
定
し
、
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
行
政
の
率
先
し
た

取
り
組
み
と
市
民
や
企

業
の
積
極
的
参
加
を
求

め
る
も
の
で
あ
り
、
今

後
の
具
体
的
な
事
業
化

に
向
け
て
の
見
解
は
。

【
市
長
】
新
年
度
で
も

脱
炭
素
社
会
に
向
け
、

「
脱
炭
素
先
行
地
域
づ

く
り
事
業
」
の
推
進
に

重
点
を
置
き
た
い
。
こ

の
事
業
は
、
本
市
、
米

子
市
と
民
間
事
業
者
が

共
同
で
令
和
12
年
度
ま

で
に
両
市
の
６
１
０
の

公
共
施
設
な
ど
で
電
気

使
用
に
と
も
な
う
二
酸

化
炭
素
排
出
量
を
実
質

ゼ
ロ
に
す
る
計
画
。
実

現
可
能
性
調
査
を
踏
ま

え
、
公
共
施
設
へ
の
太

陽
光
発
電
設
備
設
置
も

検
討
し
て
い
る
。

【
景
山
】
電
気
な
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
―
の
節
約
や

転
換
に
向
け
、
市
民
・

企
業
へ
の
支
援
策
を
。

【
市
民
生
活
部
長
】
今

後
、
支
援
策
も
検
討
し

て
い
く
。

会派　自由未来会派　自由未来
伊藤　康弘　議員伊藤　康弘　議員

代 表 質 問 ⁄ 関 連 質 問

エネルギー節約や転換へ支援策を

市民生活部長 市民・企業へ具体的な支援策を検討していく

境港市環境基本計画
（ダイジェスト版）

ホームページの
今後リニューアルは

市長
リニューアルはないが
随時機能強化している

境港市 LINE 公式アカウント QR コード
( 令和４年７月より運用開始 )

【
伊
藤
】
こ
の
先
、
さ

ら
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
め
ら
れ
る
が
、
平
成

25
年
か
ら
現
在
に
い

た
る
ま
で
本
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
全
面
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
て
い

な
い
が
、
今
後
全
面
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
は
あ
る

か
。
ま
た
、
利
便
性
向

上
や
業
務
の
効
率
化
の

手
段
は
。

【
市
長
】
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
以
降
も
、
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
へ
の
多
言
語
化

機
能
の
追
加
や
、
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
の
機
能
追

加
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
、
24
時
間
住
民
の

質
問
に
自
動
応
答
す
る

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

を
令
和
3
年
か
ら
導
入

し
た
ほ
か
、
令
和
4
年

７
月
に
は
、
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
運
用
を
開
始

す
る
な
ど
、
随
時
、
機

能
面
の
強
化
や
新
た
な

情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
「
境
港
市

デ
ジ
タ
ル
推
進
計
画
」

に
も
と
づ
き
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
対
応
を
進
め
、

必
要
な
情
報
が
す
ぐ
に

取
り
出
せ
、
高
齢
者
、

子
ど
も
、
障
が
い
者
な

ど
に
配
慮
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
め
ざ
し
て
い

く
。

©️水木プロ
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関 連 質 問

松本　晶彦　議員松本　晶彦　議員
会派　自由未来会派　自由未来

【
松
本
】
ご
み
集
積
所

の
監
視
カ
メ
ラ
導
入
時

の
助
成
に
つ
い
て
、
６

月
議
会
で
自
治
会
の
ご

み
集
積
場
所
で
の
不
法

投
棄
問
題
を
挙
げ
た

際
、
監
視
カ
メ
ラ
の
取

り
扱
い
を
ま
と
め
た
上

で
、
助
成
を
実
施
す
る

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
進
捗ち

ょ
くに

つ
い

て
報
告
が
な
い
が
、
進

捗
状
況
を
う
か
が
う
。

【
市
長
】
自
治
会
が
、

ご
み
集
積
施
設
へ
監
視

カ
メ
ラ
を
導
入
す
る
際

の
助
成
は
、
撮
影
さ
れ

た
映
像
に
関
す
る
管
理

方
法
の
検
討
に
時
間
を

要
し
て
い
る
が
、
新
年

度
当
初
か
ら
の
助
成
開

始
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
る
。

【
松
本
】
民
間
の
事
業

者
が
行
っ
て
い
る
、
空

き
缶
、
古
紙
、
段
ボ
ー

ル
な
ど
の
回
収
事
業
が

重
宝
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
市
が
直
接
管
理
す

る
ご
み
集
積
場
を
市
内

に
設
置
し
て
み
て
は
ど

う
か
。

【
市
民
生
活
部
長
】
で

き
る
の
か
で
き
な
い
の

か
研
究
す
る
。

【
松
本
】
旧
誠
道
小
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利

用
に
つ
い
て
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
家

が
、
旧
誠
道
小
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
が

で
き
な
い
か
確
認
を
し

た
と
こ
ろ
、断
ら
れ
た
。

な
ぜ
利
用
で
き
な
い
の

か
。

【
市
長
】
旧
誠
道
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用

は
、
正
式
な
跡
地
利
用

が
決
ま
っ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
地
域
行
事
な

ど
の
利
用
の
み
で
あ
っ

た
が
、
今
後
は
、
早
急

に
基
本
的
な
ル
ー
ル
を

策
定
し
、
市
民
の
方
が

利
用
で
き
る
よ
う
検
討

を
進
め
て
い
く
。

【
松
本
】
校
舎
は
な
ぜ

使
え
な
い
の
か
。

【
総
務
部
長
】
地
区
、

市
内
の
方
が
使
用
し
た

い
と
申
し
出
が
あ
っ
た

場
合
、
地
域
行
事
は
問

題
な
い
。
校
舎
は
総
務

部
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
体

育
館
は
教
育
委
員
会
が

適
切
に
使
用
を
許
可
し

て
い
く
。

ごみ集積所の
監視カメラの助成は

旧誠道小学校の
グラウンドの利用は

旧誠道小学校

市長 新年度からの助成に向けて
準備を進めている

市長 市民が利用できるよう
検討を進めていく

リサイクルごみの日に不燃ごみが
出されている現場
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関 連 質 問

打ち上げられた
ごみの回収について

人力による新たな
回収体制を加え取り除く市長

う
に
見
受
け
ら
れ
、
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
漁
網

な
ど
の
大
型
の
ご
み

は
な
く
な
っ
た
状
況
だ

が
、
幾
分
か
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
類

は
見
受
け
ら
れ
る
。
中

で
も
５
㎜
以
下
に
砕
か

れ
た
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
、
砂
に
混
じ
り
こ

ん
で
い
る
。
こ
れ
を
回

収
す
る
方
法
が
な
い
の

か
と
思
う
が
、
本
市
と

し
て
対
策
を
取
る
考
え

は
な
い
の
か
。
ま
た
、

粉
々
に
砕
か
れ
る
前
に

回
収
す
る
方
策
が
な
い

の
か
、本
市
の
考
え
を
。

【
市
長
】
海
浜
清
掃
事

業
に
つ
い
て
は
、
新
年

度
予
算
の
中
で
新
た
な

回
収
体
制
を
検
討
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
ど
お

り
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ナ
ー
を
活
用
す
る
こ
と

で
効
率
的
に
ご
み
を
回

収
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
な
が
ら
、
人
力
に
よ

る
新
た
な
回
収
体
制
を

加
え
、
そ
の
中
で
、
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
つ
い
て
も
可
能
な

範
囲
で
回
収
を
行
い
た

い
。

【
加
藤
】
弓
ヶ
浜
に
打

ち
上
げ
ら
れ
た
ご
み

は
、
か
な
り
綺
麗
に
回

収
さ
れ
て
い
る
。
自
主

的
に
ご
み
を
回
収
す
る

住
民
も
増
え
て
い
る
よ

伯州綿事業の継続について

積極的にＰＲを行う予定

「てぬぐいひらひら」で
展示されたタンブラー

市長

ビーチクリーナーが縦横無尽に走った状況
（キャタピラと回収機の爪の跡）

【
加
藤
】
海
と
く
ら
し

の
史
料
館
で
、「
て
ぬ

ぐ
い
ひ
ら
ひ
ら
」
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

た
。
そ
の
中
で
、
ア
サ

ヒ
ユ
ウ
ア
ス
社
が
、
伯

州
綿
の
廃
棄
さ
れ
る
枝

を
活
用
し
た
タ
ン
ブ

ラ
ー
を
展
示
し
て
い

た
。
将
来
的
に
は
花
か

ら
抽
出
し
た
酵
母
菌
を

使
い
ビ
ー
ル
を
醸
造

し
、
タ
ン
ブ
ラ
ー
と
と

も
に
販
売
し
た
い
と
聞

い
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
伯
州
綿
事
業
を
産

業
と
し
て
甦
が
え
ら
せ

る
可
能
性
が
あ
る
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
応

援
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
く
の
か
。

【
市
長
】
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
の
関
連
会
社
で
あ

る
、
ア
サ
ヒ
ユ
ウ
ア
ス

株
式
会
社
が
、
綿
の
収

穫
後
に
廃
棄
す
る
枝
木

を
使
っ
て
タ
ン
ブ
ラ
ー

を
製
作
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
市
で
は
、
製

作
さ
れ
た
一
部
を
買
い

取
り
、
来
年
度
に
開
催

す
る
イ
ベ
ン
ト
の
ノ
ベ

ル
テ
ィ
と
し
て
使
用
を

検
討
し
て
い
る
ほ
か
、

市
内
の
飲
食
店
や
宿
泊

施
設
な
ど
に
も
使
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

境
港
商
工
会
議
所
と
連

携
し
て
、
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
を
行
う
予
定
だ
。

加藤　文治　議員加藤　文治　議員
会派　自由未来会派　自由未来
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関 連 質 問

随
ずい

意
い

契約を
市民に説明できるか

随意契約は、特定の者に固定化されることで
公平さが失われたり、競争力のない価格などで

コストが増大したりする危険もあり、
法令で随意契約できる場合が限定されています。

やすらぎルームの
トイレ改修計画は

【
吉
井
】
予
算
の
積
算

根
拠
は
ど
の
よ
う
に
審

査
を
行
っ
て
い
る
か
。

【
市
長
】
各
課
が
予
算

要
求
す
る
事
業
の
内
容

を
財
政
課
が
、
目
的
・

効
果
・
実
施
時
期
・
必

要
性
・
実
施
方
法
な
ど

を
検
証
し
、
単
価
・
数

量
の
見
込
み
・
見
積
書
・

仕
様
書
な
ど
を
参
考

に
、
過
去
の
事
例
や
統

計
に
も
と
づ
き
事
業
実

施
が
可
能
で
あ
る
か
、

ま
た
過
不
足
が
な
く
妥

当
で
あ
る
か
審
査
し
て

い
る
。

【
吉
井
】
随
意
契
約
は
、

物
品
等
契
約
希
望
者
登

録
名
簿
に
記
載
の
な
い

企
業
で
も
可
能
か
。

【
総
務
部
長
】
一
般
的

に
は
登
録
に
あ
る
企
業

か
ら
選
定
す
る
が
、
条

件
に
よ
っ
て
登
録
外
か

ら
の
選
定
も
あ
る
。
後

か
ら
そ
の
企
業
を
し
っ

か
り
審
査
す
る
。

【
吉
井
】
昨
年
度
随
意

契
約
し
た
案
内
看
板
事

業
は
、
緊
急
事
案
で
は

な
く
条
件
に
値あ

た
いし

な
い

が
、
こ
う
し
た
公
金
の

使
い
方
を
市
民
に
説
明

で
き
る
の
か
。

【
市
長
】
こ
の
事
業
は
、

緊
急
を
要
す
る
も
の
で

で
は
な
く
職
員
の
想
像

力
が
欠
け
て
お
り
、
私

の
監
督
不
行
き
届
き
を

反
省
し
て
い
る
。

みんなのトイレとは、ユニバーサルデザインの
考え方を取り入れ、身障者、高齢者はもとより、

だれもが円滑に利用しやすいトイレ

【
吉
井
】
市
内
公
共
施

設
で
の
、
男
女
兼
用
、

和
式
ト
イ
レ
の
現
況
に

つ
い
て
問
う
。

【
市
長
】
男
女
兼
用
便

器
が
30
基
、
和
式
ト

イ
レ
は
全
体
の
約
４

割
（
３
５
３
基
）
あ
り
、

各
施
設
の
改
修
時
に
順

次
、洋
式
化
し
て
い
く
。

【
吉
井
】
第
2
市
民
体

育
館
も
未
だ
和
式
ト
イ

レ
だ
が
、
今
後
改
修
の

計
画
が
あ
る
か
。
ま
た

市
民
テ
ニ
ス
場
に
は
ト

イ
レ
が
な
く
、
利
用
者

か
ら
不
満
の
声
が
あ
る

が
、
本
市
の
見
解
を
。

【
教
育
長
】
第
2
市
民

体
育
館
は
、
外
壁
改
修

お
よ
び
ト
イ
レ
の
洋
式

化
を
、
令
和
５
年
度
予

算
で
実
施
設
計
を
計
画

し
て
い
る
。
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
ト
イ
レ
も
改

め
て
検
討
し
て
い
く
。

【
吉
井
】や
す
ら
ぎ
ル
ー

ム
の
ト
イ
レ
は
使
用
禁

止
と
な
っ
て
い
る
。
改

修
計
画
は
あ
る
か
。

【
教
育
長
】「
み
ん
な
の

ト
イ
レ
」
へ
改
修
を
検

討
し
て
い
る
。

【
吉
井
】
同
施
設
避
難

経
路
見
直
し
の
た
め
、

避
難
階
段
設
置
を
。

【
市
長
】
子
ど
も
た
ち

の
安
全
の
た
め
、
命
に

か
か
る
こ
と
は
早
急
に

検
討
し
て
い
く
。

会派　自由未来会派　自由未来
吉井　　巧　議員吉井　　巧　議員

市長 私の監督不行き届きであり
反省している

みんなのトイレへの
改修を検討している教育長
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代 表 質 問

会派　きょうどう会派　きょうどう
森岡　俊夫　議員森岡　俊夫　議員

【
森
岡
】
米
子
・
境
港

間
の
高
規
格
道
路
の
早

期
実
現
に
向
け
て
、
現

段
階
で
の
状
況
は
。

【
市
長
】
平
成
18
年
か

ら
「
米
子
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
米
子

北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

間
」
が
事
業
凍
結
区
間

と
な
っ
て
い
る
。ま
ず
、

本
年
度
中
の
「
凍
結
解

除
」
の
方
向
性
と
、
国

の
令
和
５
年
度
予
算
に

事
業
化
に
向
け
た
調
査

費
を
計
上
し
て
も
ら
う

よ
う
、
鳥
取
県
や
本
市

を
は
じ
め
と
す
る
関
係

自
治
体
が
一
体
と
な
っ

て
国
に
強
く
働
き
か
け

て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。

け
て
、
市
内
小
中
学
校

で
予
防
医
療
教
育
を
実

践
さ
れ
て
み
て
は
ど
う

か
。

【
教
育
長
】
子
ど
も
の

こ
ろ
か
ら
、
が
ん
教
育

や
検
診
、
予
防
接
種
な

ど
の
知
識
を
深
め
、
自

分
自
身
の
健
康
を
守
る

方
法
を
知
っ
て
も
ら

う
。

【
森
岡
】「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
」

推
進
に
あ
た
っ
て
、
何

を
め
ざ
す
の
か
。

【
市
長
】
市
独
自
の
業

務
に
つ
い
て
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
、
市
民
の
利

便
性
向
上
を
は
か
る
。

【
森
岡
】
全
国
の
自
治

体
で
課
題
と
な
っ
て
い

る
外
部
の
専
門
的
人
材

確
保
へ
向
け
、
国
の
補

助
金
を
活
用
し
て
外
部

人
材
の
登
用
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

【
市
長
】
市
職
員
だ
け

で
や
ろ
う
と
し
て
い
る

計
画
で
は
な
く
、
当
然

外
部
の
民
間
企
業
の
力

も
借
り
て
や
る
事
業
と

認
識
し
て
い
る
。
そ
の

あ
た
り
は
内
部
で
協
議

さ
せ
て
み
た
い
。

【
森
岡
】
財
政
破
綻
し

た
夕
張
市
の
市
民
は
、

市
立
病
院
が
閉
鎖
し
た

こ
と
を
受
け
、「
病
気

に
な
れ
ば
病
院
へ
行
け

ば
よ
い
」
と
い
う
意
識

か
ら
「
自
分
の
健
康
・

命
は
自
分
で
守
る
」
と

い
う
予
防
医
療
の
意

識
が
浸
透
し
、
医
療
介

護
費
が
減
少
し
た
。
市

民
の
健
康
づ
く
り
に
向

予防医療教育を
本市でも実践しては

米子境港間の
高規格道路早期実現を

国の令和５年度予算に
調査費計上を要望する市長

自治体ＤＸの目的は
(資料提供：総務省地方自治体ICTコンサルタント森本浩

ひ ろ し
之氏)

健康推進課と連携し、
がん教育などの知識を教育長

大
田
区
立
池
上
第
２
小
学
校
で
の

予
防
医
療
授
業
風
景

（
写
真
提
供
：
コ
ス
モ
ヘ
ル
ス
株
式
会
社
）

自治体DX で
本市は何をめざすのか

デジタル化を進め
市民の利便性向上をはかる市長
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関 連 質 問

見守りネットワーク補助金は

安心カプセル、除雪隊など
幅広い活動に活用市長

支え愛マップづくり事業
（写真提供：境港市社会福祉協議会）

自治会での
除雪機整備状況は

平松　謙治　議員平松　謙治　議員
会派　きょうどう会派　きょうどう

【
平
松
】
私
の
住
む
、

上
道
町
８
区
自
治
会
で

は
、
支
え
愛
マ
ッ
プ
づ

く
り
事
業
を
行
っ
た
。

た
だ
地
図
を
作
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
過
程

で
地
域
の
人
達
と
地
域

の
話
を
し
、
人
と
人
の

つ
な
が
り
を
作
れ
る
す

ば
ら
し
い
事
業
だ
と
感

じ
た
。
事
業
実
施
に
あ

た
っ
て
、
市
の
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事

業
活
動
補
助
金
を
利
用

し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

新
事
業
で
の
活
用
が
可

能
と
考
え
る
。
ど
の
よ

う
な
事
業
が
想
定
さ
れ

る
の
か
。

【
市
長
】
こ
の
補
助
金

は
、
高
齢
者
の
見
守

り
活
動
な
ど
幅
広
い

活
動
を
支
援
す
る
も
の

で
「
高
齢
者
と
若
者
の

交
流
の
場
」
や
「
児
童

が
作
っ
た
作
品
を
届
け

る
」
な
ど
の
事
業
も
対

象
と
な
る
。
制
度
の
周

知
に
努
め
た
い
。

【
平
松
】
活
用
団
体
に

偏か
た
より

を
感
じ
る
が
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に
事
業

を
広
げ
て
い
く
か
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
岐

阜
県
な
ど
で
は
、
好
事

例
集
を
作
り
広
報
し
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
も

の
も
活
用
し
、
幅
広
い

事
業
展
開
を
進
め
て
い

き
た
い
。

宝くじの助成金で整備した除雪機
上道町第３区自治会所有

【
平
松
】
本
市
で
は
、

小
中
学
校
や
公
民
館
に

小
型
除
雪
機
を
配
備

し
、
自
治
会
や
自
主
防

災
組
織
に
貸
し
出
す
体

制
を
と
っ
て
い
る
。
上

道
地
区
の
よ
う
に
自
治

組
織
で
除
雪
機
を
所
有

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
増

え
て
い
る
が
現
状
は
。

【
市
長
】
助
成
事
業
を

活
用
し
た
実
績
で
の
把

握
で
は
、
鳥
取
県
の
補

助
金
を
活
用
し
、
上
道

地
区
で
２
台
。
自
治
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
を
活

用
し
、
幸
神
町
で
３

台
、
上
道
町
で
３
台
、

夕
日
ヶ
丘
一
丁
目
で
１

台
。
本
年
度
、
美
保
町

で
１
台
購
入
予
定
。

【
平
松
】
宝
く
じ
の
収

益
金
を
財
源
と
し
た
自

治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
で
は
「
一
般
」
と

「
地
域
防
災
組
織
育
成
」

が
あ
る
。
後
者
で
の
除

雪
機
整
備
の
実
績
は
な

い
が
、
何
か
課
題
が
あ

る
の
か
。

【
防
災
監
】
近
年
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
が
申
請
自

体
が
な
か
っ
た
。
本
年

度
以
降
の
申
請
は
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
除
雪

機
整
備
で
は
な
い
。
除

雪
機
整
備
に
も
活
用
で

き
る
こ
と
を
広
報
し
て

い
き
た
い
。

市長 自治コミュニティ助成を
活用して整備が進む
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関 連 質 問

会派　きょうどう会派　きょうどう
柊　　康弘　議員柊　　康弘　議員

高松町自治会の訓練の様子
（市役所ホームページより）

原子力災害避難訓練の
周知啓発を

【
柊
】
高
松
町
自
治
会

で
は
11
月
「
避
難
先
及

び
避
難
経
路
確
認
訓

練
」
を
行
っ
た
。
こ
の

訓
練
で
得
る
情
報
は
多

岐
に
わ
た
る
の
で
、
実

施
す
る
自
治
会
が
増
え

る
よ
う
周
知
・
啓
発
に

努
め
ら
れ
た
い
。

【
市
長
】
当
該
訓
練
に

つ
い
て
は
、毎
年
当
初
、

自
治
連
合
会
正
副
会
長

会
で
紹
介
し
て
い
る
。

１
月
市
報
に
折
り
込
ん

だ
「
避
難
計
画
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
」の
説
明
会
や
、

出
前
講
座
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
、

参
加
団
体
が
増
え
る
よ

う
周
知
・
啓
発
に
努
め

る
。

本市における
校則の見直しは？

【
教
育
長
】
第
一
中
学

校
で
は
、
今
年
度
ジ
ェ

ン
ダ
ー
レ
ス
の
観
点
か

ら
制
服
の
見
直
し
に
着

手
し
た
。
第
三
中
学
校

で
は
、
靴
下
の
色
や
髪

型
に
対
す
る
制
限
緩
和

の
要
望
が
あ
っ
た
。
生

徒
会
の
代
表
者
と
管
理

職
、
生
徒
会
担
当
教
員

な
ど
で
意
見
交
換
会
を

行
い
、
見
直
し
案
が
生

徒
会
総
会
で
承
認
さ
れ

た
。第
二
中
学
校
で
は
、

一
部
の
校
則
の
見
直
し

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
生

徒
自
身
が
主
体
的
に
考

え
る
機
会
を
設
け
て
い

る
。

【
柊
】
鳥
取
市
が
犯
罪

被
害
者
等
支
援
条
例
を

制
定
す
る
。
他
市
の
状

況
が
変
化
す
る
中
で
、

本
市
の
条
例
制
定
に
対

す
る
見
解
は
。

【
市
長
】
県
内
で
は
８

町
が
条
例
を
制
定
し
て

い
る
。
そ
の
中
の
支
援

策
で
あ
る
「
犯
罪
被
害

者
等
見
舞
金
制
度
」
の

住
所
要
件
が
統
一
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
条
例

が
あ
っ
て
も
見
舞
金
を

受
け
取
れ
な
い
問
題
が

生
じ
て
い
る
。
居
住
地

域
に
よ
っ
て
、
支
援
に

差
が
生
じ
な
い
よ
う
、

鳥
取
県
に
条
例
制
定
を

要
望
し
て
い
る
。

【
柊
】
本
市
で
は
校
則

見
直
し
を
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。

第一中学校の新しい制服
（第一中学校ホームページより）

鳥取県に条例の制定を要望している市長

犯罪被害者等支援条例
制定を望む

高松町の訓練をＨＰで
紹介し周知をはかる市長

時代の進展をふまえ
適切な配慮が必要教育長
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関 連 質 問

【
米
村
】
昨
今
の
諸
物

価
、
値
上
が
り
の
状
況

の
中
で
来
年
度
の
学
校

給
食
費
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
交
付
金
で
給

食
費
の
軽
減
を
は
か
る

自
治
体
も
あ
る
が
本
市

で
の
対
応
は
。
恒
久
的

な
子
育
て
支
援
と
し

て
学
校
給
食
費
の
無
料

化
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

【
教
育
長
】
来
年
度
学

校
給
食
費
は
、
食
料
品

を
は
じ
め
と
す
る
物
価

の
高
騰
に
よ
り
、
子
育

て
世
帯
の
家
計
へ
の
負

担
が
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
行
の
単
価
に

据
え
置
く
方
向
だ
。
で

き
あ
い
の
食
品
を
減
ら

す
工
夫
で
、
給
食
セ
ン

タ
ー
で
直
接
調
理
す
る

な
ど
経
費
節
減
に
よ

り
、
質
と
量
を
確
保
す

る
。
コ
ロ
ナ
対
策
の
交

付
金
の
活
用
は
考
え
て

い
な
い
。
本
市
で
は
、

３
人
目
以
降
の
児
童
生

徒
の
負
担
免
除
な
ど
を

実
施
し
、
県
内
４
市
で

も
最
も
給
食
費
が
安
価

で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら

無
料
化
は
考
え
て
い
な

い
。
引
き
続
き
、
全
国

市
長
会
を
通
じ
て
、
国

へ
の
要
望
を
行
う
。

【
米
村
】
可
燃
ご
み
に

混
在
す
る
生
ご
み
は
約

40
％
あ
る
と
言
わ
れ

る
。
本
市
は
生
ご
み
堆

肥
化
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
さ
ら
な
る

生
ご
み
減
量
化
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

【
市
長
】
本
年
度
に
改

定
予
定
の
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
で
、
生

ご
み
の
減
量
化
を
重
点

目
標
と
す
る
予
定
。
食

品
ロ
ス
の
削
減
を
基
本

と
し
、
現
在
の
生
ご
み

堆
肥
化
促
進
事
業
や
生

ご
み
の
水
切
り
の
徹
底

な
ど
の
啓
発
に
加
え
、

減
量
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
盛
り
込
む
。

【
米
村
】
生
ご
み
処
理

機
購
入
の
助
成
は
、
近

隣
の
米
子
市
・
日
吉
津

村
・
大
山
町
な
ど
の
自

治
体
が
す
で
に
実
施
し

て
い
る
。
生
ご
み
の
減

量
化
に
有
効
で
あ
る
と

思
う
が
、
ど
う
か
。

【
市
長
】
減
量
化
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
コ
ン
ポ
ス
ト
な

ど
へ
の
助
成
は
検
討
し

て
い
る
が
、
電
動
の
生

ご
み
処
理
機
に
つ
い
て

は
、
電
気
の
使
用
に
よ

る
環
境
面
で
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

購
入
費
助
成
制
度
は
考

え
て
い
な
い
。

物価高騰での
学校給食費は

生ごみ減量化に
電動処理機助成を

室内にも置ける生ごみ処理機

市長 コンポスト助成を検討、
処理機は考えてない

学校給食に物価値上げの波が！

米村　一三　議員米村　一三　議員
会派　きょうどう会派　きょうどう

調理を工夫するなどで、
現行価格を据え置く教育長
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各 個 質 問

公明党公明党
足田　法行　議員足田　法行　議員

介護現場の負担の軽減が
求められる

介護を身近な
問題としてもらいたい

【
足
田
】
介
護
現
場
の

人
材
不
足
は
深
刻
で
、

解
決
の
た
め
に
は
、
地

域
全
体
が
介
護
問
題
を

身
近
な
問
題
で
あ
る
と

気
づ
く
こ
と
が
必
要
に

思
う
が
。

【
市
長
】
市
内
の
中
学

１
年
生
を
対
象
に
、
介

護
職
へ
の
理
解
を
深

め
、
将
来
の
職
業
選
択

に
つ
な
げ
て
い
く
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。
今

後
は
介
護
の
出
前
講
座

を
活
用
し
て
、
市
内
中

学
校
の
保
護
者
に
向
け

て
介
護
職
の
魅
力
な
ど

に
つ
い
て
講
話
を
行
う

予
定
で
あ
る
。
親
子
で

介
護
の
こ
と
を
考
え
る

機
会
を
増
や
し
て
い
き

た
い
。

交付金の
使途について問う

大
さ
れ
た
。
そ
の
交
付

金
を
原
子
力
防
災
対
策

費
用
と
し
て
本
市
は
ど

う
さ
れ
る
の
か
。

【
市
長
】
今
後
の
対
応

方
針
な
ど
に
つ
い
て
、

本
市
と
米
子
市
の
意
向

に
沿
っ
た
形
で
有
効
活

用
で
き
る
よ
う
、
県
の

地
域
振
興
計
画
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。
本
市
の
活
用
例
と

し
て
、
地
震
発
生
時
の

が
れ
き
除
去
、
大
雪
時

の
除
雪
機
材
な
ど
に
つ

い
て
発
言
し
た
。
今
後

も
交
付
金
に
つ
い
て
、

検
討
を
重
ね
協
議
を
進

め
た
い
。

【
足
田
】子
育
て
、介
護
、

障
が
い
、
生
活
困
窮
な

ど
に
対
応
す
る
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業

が
、
鳥
取
市
、
米
子
市
、

智
頭
町
、
北
栄
町
で
今

年
度
実
施
さ
れ
た
。
倉

吉
市
他
３
町
が
準
備
を

開
始
。
地
域
共
生
社
会

に
向
け
た
包
括
的
支
援

体
制
の
た
め
の
重
層
的

支
援
体
制
整
備
の
実
施

を
求
め
る
。

【
市
長
】
市
民
か
ら
の

相
談
に
は
、
役
所
内
の

連
携
や
関
係
機
関
と
の

連
携
を
密
に
と
り
、
相

談
者
に
寄
り
添
う
対
応

を
実
施
し
て
い
る
。
現

時
点
で
体
制
の
整
備
は

考
え
て
い
な
い
。

【
足
田
】
原
子
力
発
電

所
が
再
稼
働
し
た
際
の

交
付
金
対
象
地
域
が
拡

さらなる防災対策が求められる

現時点で支援体制の整備は考えていない市長

重層的支援体制整備の
実施を求める

親子で介護のことを
考える機会を増やしたい市長

交付金について検討を
重ね協議を進めたい市長
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各 個 質 問

境港で水揚げされた
はたはたを使った給食

「きょうのきゅうしょく」は
市ホームページに
掲載されています

学校給食無償化へ
検討を

【
安
田
】
学
校
給
食
費

無
償
化
が
全
国
２
５
６

自
治
体
に
広
が
っ
て
い

る
。
無
償
化
や
減
免
拡

充
の
検
討
を
。

【
教
育
長
】
当
面
現
行

制
度
を
継
続
し
た
い
。

【
安
田
】
千
葉
県
は
３

人
目
の
給
食
費
無
料
を

実
施
す
る
。
鳥
取
県
に

も
そ
の
部
分
の
補
助
を

強
く
要
望
し
て
は
。

【
市
長
】
完
全
無
償
化

に
つ
い
て
は
１
億
円
以

上
の
財
源
確
保
が
ネ
ッ

ク
だ
。
国
に
財
源
措
置

を
要
望
し
て
い
る
が
、

国
が
で
き
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
県
へ
支
援
を
要

望
す
る
こ
と
は
可
能
な

の
で
、
教
育
委
員
会
と

検
討
し
た
い
。

補聴器購入費助成の
実施も検討を

ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
へ

の
所
見
は
。

【
市
長
】
補
聴
器
購
入

費
助
成
制
度
を
検
討
す

る
に
は
、
事
前
の
相
談

か
ら
補
聴
器
購
入
後
の

ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ま
で
の

切
れ
目
の
な
い
支
援
が

大
事
だ
と
確
認
し
た
。

【
安
田
】
東
京
都
港
区

方
式
を
参
考
に
し
て
制

度
を
実
施
す
る
方
向
で

考
え
て
ほ
し
い
。

【
市
長
】
補
聴
器
購
入

前
の
相
談
か
ら
ア
フ

タ
ー
ケ
ア
ま
で
の
し
く

み
構
築
を
検
討
中
。
新

年
度
予
算
編
成
の
中

で
さ
ら
に
検
討
し
て
い

く
。

【
安
田
】
福
島
原
発
へ

視
察
さ
れ
て
、
原
子
力

政
策
へ
の
考
え
は
。

【
市
長
】
省
エ
ネ
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

最
大
限
の
活
用
で
、
で

き
る
だ
け
原
子
力
に
依

存
し
な
い
こ
と
を
望
ん

で
い
る
が
、
技
術
が
ま

だ
十
分
で
な
い
中
で
当

面
は
原
子
力
に
頼
ら
ざ

る
を
え
な
い
。

【
安
田
】
岸
田
政
権
が

原
発
推
進
に
走
る
中
、

国
の
交
付
金
を
受
け
取

る
こ
と
に
よ
り
原
発
推

進
に
な
ら
な
い
か
。

【
市
長
】
原
子
力
防
災

対
策
の
財
源
措
置
を
求

め
て
い
る
。
決
し
て
再

稼
働
に
同
意
し
て
受
け

取
る
も
の
で
は
な
い
。

【
安
田
】
年
金
者
組
合

が
取
り
組
ん
だ
「
難
聴

と
補
聴
器
に
関
す
る
ア

東京都港区の
高齢者向け補聴器購入費助成

案内資料より

交付金受けて
原発推進にならないか

安田　共子　議員安田　共子　議員
無所属（日本共産党）無所属（日本共産党）

市長 相談のしくみを検討中
予算編成でさらに検討

市長 再稼働に同意して
受け取るものではない

県へ支援要望することを
教育委員会と検討したい市長
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ディスレクシアへの
理解の拡大を

め
、
学
校
現
場
で
は
ど

の
よ
う
な
検
査
を
し
て

い
る
か
。

【
教
育
長
】
令
和
４
年

度
の
調
査
で
は
、
限
局

性
学
習
症
と
診
断
さ
れ

た
の
は
、
小
学
校
で
約

2.3
％
、
中
学
校
で
は
約

３
％
。
疑
い
を
含
め
る

と
割
合
は
さ
ら
に
上
が

る
と
考
え
る
。
ま
た
、

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
が
疑

わ
れ
る
場
合
、
Ｌ
Ｄ
等

専
門
員
が
学
校
を
訪
問

し
、
各
種
検
査
を
発
達

段
階
に
合
わ
せ
て
行
い
、

早
期
発
見
・
早
期
療
育

に
つ
な
げ
て
い
る
。

【
田
口
】
早
期
発
見
と
適

切
な
支
援
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
で
、
Ｌ
Ｄ
の
意
味
を

学
習
障
が
い
か
ら
学
び

方
の
違
い
に
転
換
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式

化
を
計
画
的
に
進
め
る

と
と
も
に
、
多
目
的
ト

イ
レ
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ

ト
付
き
ト
イ
レ
の
整
備

も
推
進
す
べ
き
で
は
。

【
教
育
長
】
ま
ず
は
遅
れ

て
い
る
小
学
校
ト
イ
レ

に
つ
い
て
基
本
計
画
の

策
定
に
取
り
組
み
た
い
。

【
田
口
】
読
み
書
き
に
困

難
が
あ
る
デ
ィ
ス
レ
ク

シ
ア
の
疑
い
の
あ
る
児

童
・
生
徒
の
把
握
は
。

ま
た
、
早
期
発
見
の
た

経済的支援の実施方法は

出産・子育て応援ともに
５万円を現金給付

「伴走型相談支援」と「経済的支援」で
妊娠・出産・子育てをサポート！

市長

障がいの正しい理解と適切な支援で、「ＬＤ」の意味を、
「ラーンニング・ディスアビリティー（学習障がい）」から

「ラーンニング・ディファレンス（学び方の違い）」へ

【
田
口
】
国
の
第
２
次

補
正
予
算
の
出
産
・
子

育
て
応
援
交
付
金
事
業

の
う
ち
、
１
つ
目
の
柱

で
あ
る
伴
走
型
相
談
支

援
に
つ
い
て
、
不
足
す

る
部
分
、
拡
充
す
べ
き

点
は
。

【
市
長
】
本
市
に
お
い

て
は
平
成
28
年
度
に
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
妊
娠

期
か
ら
出
産
、
子
育
て

期
の
親
子
へ
、
対
面
を

重
視
し
、
切
れ
目
な
い

支
援
を
行
っ
て
き
た
。

中
で
も
、
伴
走
型
相
談

支
援
に
つ
い
て
は
、
国

に
先
行
し
た
形
で
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

節
目
ご
と
に
全
て
の
対

象
者
へ
、
電
話
や
メ
ー

ル
、
面
談
や
家
庭
訪
問

な
ど
を
実
施
、
支
援
し

て
き
た
。
今
後
は
、
相

談
手
段
に
オ
ン
ラ
イ
ン

面
談
を
新
た
に
加
え

て
、
よ
り
相
談
し
や
す

い
体
制
、
顔
の
見
え
る

関
係
づ
く
り
を
進
め

る
。

【
田
口
】
２
つ
目
の
柱

で
あ
る
経
済
的
支
援
の

実
施
方
法
の
検
討
は
。

【
市
長
】
こ
の
た
び
の

交
付
金
に
つ
い
て
本
市

で
は
、
出
産
応
援
、
子

育
て
応
援
と
も
に
そ
れ

ぞ
れ
５
万
円
の
現
金
給

付
を
考
え
て
い
る
。

公明党公明党
田口　俊介　議員田口　俊介　議員

学校にとどまらず
市内全体に広げていきたい教育長

各 個 質 問
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市民と議会の懇談会

中浜公民館 集会所 外江ふれあい会館

　新型コロナ感染症の拡大により、令和２年から延期していた『市民と議会の懇談会』を３年ぶりに
再開いたしました。
　令和４年１１月１４日（月）～１７日（木）の４日間にわたり、市内７か所の公民館において、総
勢８５名の市民の皆さまにご参加いただきました。
　令和４年３月・６月・９月議会の概要報告と新たな試みとして、「市民の政治参加・議会参加」をテー
マに、ワークショップ形式で意見交換・質疑応答を行いました。
　その際いただいたご意見や質問などに対する内容については、ホームページに掲載・各公民館へ詳
細な回答をお配りして、市民の皆さまにわかりやすく説明させていただいておりますので、ご参照下
さい。
　令和５年度も開催を予定しておりますので、たくさんのご参加をお待ちしております。

〜数多くのご参加、ありがとうございました〜

境公民館 渡公民館

11/14（月） 11/15（火） 11/17（木）11/16（水）

市民と議会の懇談会　参加者数（人）

外江
ふれあい

会館
中浜公民館

集会所 渡公民館 境公民館 余子公民館 上道公民館 誠道公民館
計

11 12 24 8 13 9 8 85
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市民と議会の懇談会／公共施設特別委員会設置報告

公共施設等のあり方調査特別委員会を設置
　境港市では、平成２８年（２０１６年）３月に「境港市公共施設等総合管理計画」が
策定されています。本市においても、公共施設の老朽化、市庁舎の建て替え、少子高齢
化や人口減少の問題など、多くの課題を抱えている状況です。市議会として今後、公共
施設等の老朽化対策や更新などが、「境港市公共施設等総合管理計画」に対応して実行さ
れているか、次世代に負担を残さず、効率的でかつ効果的な管理・運営となっているか、
調査研究をしていくため、新たに特別委員会を設置しました。１２月定例会では担当部
署から「境港市公共施設等総合管理計画」の説明を受けました。

　委　員　長　加藤文治
　副委員長　安田共子
　委　　員　伊藤康弘、岡空研二、田口俊介、平松謙治、松本晶彦、吉井巧

＊公共施設等とは、市が保有する財産のうち、市庁舎・学校・公民館・保育所・市営住宅などの公共施設（建
物施設）と、道路・橋りょう・下水道のインフラ施設を示します。

「市民と議会の懇談会」を開催！

誠道公民館

余子公民館

上道公民館
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令
和
４
年
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
始
ま
り
、そ
の
影
響
で
燃
料
、

電
気
を
は
じ
め
と
す
る
消
費
者
物
価
高

騰
の
１
年
と
な
り
ま
し
た
。サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
、日
本
代
表
チ
ー

ム
が「
死
の
組
」と
言
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ

リ
ー
グ
を
１
位
通
過
し
、
惜
し
く
も
ベ

ス
ト
８
入
り
は
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、国
民
の
心
が一つ
と
な
り
閉
塞
感
漂

う
日
本
全
体
を
大
き
く
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。１２
月
議
会
前
に
は
、３
年
ぶ

り
に「
市
民
と
議
会
の
懇
談
会
」を
再
開

し
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
活
発
な
ご
意

見
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後

も
境
港
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
声
を
大
切
に
議
員一丸
と
な
っ
て
、
市

政
発
展
の
た
め
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
５
年
は
兎
年
、サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
よ
う
に
市
民
の
心
が
晴
れ
晴

れ
し
、
大
き
く
飛
躍
す
る
年
と
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
て
あ
と
が
き

と
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　（
森
岡
）
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